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産学連携を呼び起こす
　　　　 人脈力

では、地元北見の農産物をいかし、オニオンスパイスやハ
バネロビネガーなどのユニークな特産品を生み出すに至っ
ている。

今回ご紹介するクリエーターは、この北見市における産
学連携の中心組織「社団法人 北見工業技術センター

運営協会」（通称、北見ブランドの会）の会長を務める倉
本登、そのひとである。倉本氏はビジネスの世界では地域
の優良企業 倉本鉄工所の社長であり自らも企業人として
新しい技術にチャレンジしている。しかし倉本氏のユニー
クなポイントは、自ら鍛冶屋と呼ぶ自業界の外での産学連
携にも果敢に挑戦している点である。先だって開発された
ハバネロビネガーやオニオンスパイスにも倉本氏の果たし
た役割は大きい。では、なぜ一介の鍛冶屋と自らを呼ぶ倉
本氏が業界を超えた産学連携のトップランナーたり得るの
か。またどのようにして単なる連携を商品開発まで結びつ
けたのであろうか。今回の地域クリエーターの履歴書では、
産学連携の中心となるリーダーの哲学に迫る。

船井総研入社後、地域創造・活性化チー
ムに志願し、創設に情熱を注ぐ。現在は、
地域再生行脚100を実践し、成功事例を
求めて全国を渡り歩く。
連絡先 :keisuketochio@funaisoken.co.jp

文／杤尾 圭亮（とちお・けいすけ）

倉本 登氏
職業：株式会社 倉本鉄工所 代表取締役 社長
出身地：北海道 北見市

の履歴書

地域大学における標語の一つに「産学連携」という言
葉がある。簡単に言えば、地域の大学と地域の企業

が提携することによって、これまでになかった新しい産業
を創出し地域を発展させる、という意味が込められている。
しかし、多くの大学で企業と大学の共同研究などが増加す
る一方、その内実は理想とはいまだかけ離れている。確か
に連携の場面は増えたが、そのほとんどは大企業や行政で
あり、地域経済の担い手である中小企業と大学との連携に
大きな伸びは見られない。この背景には、資金力の不足や
お互いのシーズとニーズへの理解不足などが挙げられてお
り、国家的な課題として認知されているが、具体的な打開
策には至っていない。

そんな中で、地域の大学と経済を結び付けようと果敢
にチャレンジする地域がある。それが本日の舞台、

北海道北見市である。北海道の東部、オホーツク海に面す
る北見市においては産学連携が叫ばれる以前から、いち早
くその有効性を理解し、日本ではかなり早い段階で産業ク
ラスターに関する研究会が立ち上がっている。そして現在



　　　　確かに取り組みは多いのですが、私が中心と
なっているのはやはり溶射の技術開発がメインです。
そのほかについても、もちろん関わっていますが、私
は鍛冶屋ですから専門外のことが多いんです。ですか
ら、そのほかの産学連携の中心はやはりそれぞれの専
門家の方なんですよ。
　　　なるほど、そうなんですか。しかし、いろいろ
な方にお話をお聞きしていると、産学連携の商品には
必ず、倉本さんが関わっているような印象を受けます
ね。これはどうしてなのでしょうか。
　　　　ははは。そうですか。もし、私の名前をよく
お聞きになったとすれば、それはあくまでも皆さんを
調整する役目なのではないかと思いますよ。これは性
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　 地域クリエーターの原点は意外に単純である。産
学連携のリーダーとはいかなる特徴を必要とするの
か。圧倒的なカリスマ性か、はたまた強力なリーダー
シップか。意外にも、倉本氏がもっとも重要視する力
は「調整力」。そこには、様々な専門性を活かすこと
を求められる産学連携ならではの協力方式があった。

　　 　こんにちは 倉本さん。本日は、ありがとうご
ざいます。現在取り組まれている、様々な取り組みの
中で、本日は特に、地元の大学と地域の企業が協力し
た産学連携についてのお話をお聞かせいただきたいと
考えています。まずは、現在特に取り組まれているこ
とについてお話いただけますか ?
　　　　いえいえこちらこそ、宜しくお願いいたしま
す。
 そうですね。まず現在、もっとも力を入れている事
業は、私の企業で取り組んでいる「超撥水性溶射皮膜

（マメ知識 1 を参照）」でしょうか。その他には、北見
独自の玉ねぎを使用したオニオンスパイス、さらに常
呂町のハバネロを使用したハバネロビネガーなどがあ
りますね。
　　　非常に多岐にわたる、というか倉本さんの本業
である鉄工業に関連するのは溶射のみですね。今回、
お聞きしたいポイントもそこなのですが、なぜこのよ
うに多くの連携事業に取り組まれていらっしゃるので
しょうか。

産学連携の秘訣は調整型リーダーにあり

倉本氏

杤尾 
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●北海道北見市に生まれる。
● 実家である倉本鉄工所の取締役 企画室長
に就任、本格的に経営に携わり始める。
● 北見の異業種交流会 テクノ北見21 の理
事に就任。外部のネットワークを確立し
始める
● 北見ソーラーカーレースに市民団体から
の要請で参加。産学連携に興味を抱き始
める。
● 超撥水性 溶射技術の開発を産学連携でス
タート。このころから特に産学連携の仕
事が多くなり始める。
● 産業クラスター研究会オホーツク 幹事に
就任。
●北見ブランド開発研究会 会長 に就任。
● 北見工業大学地域協働研究センター推進
協議会 副会長に就任。
● 北見工業大学後援会「KITげんき会」副会
長。
● 北見市圏産業振興ビジョン検討準備委員
会・同検討委員会 委員。
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緑豊かな北見の大地、冬は雪に覆われる
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溶射の機械、産学連携の結晶でもある
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ンスパイスを作るとなれば、いろいろな方にお願いを
します。その一方で確実に１年間で商品化できるよう
に徹底的に戦略を練り、実行するようにしています。
そのために、北見ブランド開発委員会、という特産品
作りの組織の他に、北見ブランドの会、というマーケ
ティング機能を持つ組織をつくり、一気通貫の仕組み
を作ったのです。もし、商品化に成功すればまたそこ
で信頼関係が生まれる。その繰り返しなんです。

地域クリエーター
履歴書
地域クリエーター
の履歴書

地域クリエーター
の履歴書

分かもしれませんが、地域経済で商売をしていく中で
いろいろな方と知己を得る。そうすると、みなさんが
お話しする中で出てくるアイデアを実現するため必要
な顔や名前が次々頭に浮かんでくるんですよ。私がし
ていることは、そういった方に、一緒に汗をかいてい
ただけるようにお願いすることだけなんです。
　　　しかし、産学連携においてはアイデアを実現す
るためのパートナー作りが一番難しいところだといわ
れます。どうやって人々を見つけ出し、そのような仕
組みに巻き込むことができるのか、秘訣をお教え下さ
い。
　　　　秘訣、というほどのことではありませんが、
たとえるなら任侠の世界なのです。
　　　任侠の世界 ??　ですか ??
　　　　そうです。持ちつ持たれつ、とでもいいましょ
うか。色々なところで、お世話をし、お世話をされそ
の中で人間関係を作っていきますよね。私もそうやっ
て生きてきました。その中でできた信頼関係で、お願
いをするんです。手伝って欲しい、とね。もちろん、
手伝ってくれる人々に対しての責任はありますから、
マネジメントは徹底的に行います。たとえば、オニオ 賞状がならぶ社長室で最も社長のお気に入りのソーラーカーレースの賞

状

倉本鉄工所 工場内部で働く社員
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　　　お父様に様々なところを学ばれたのでしょう
か ?
　　　　そうです。ただ、先代社長と私では大きな差
があることを感じていました。先代は、いわゆる創業
者にあたります。よくも悪くも、個性的であり、リー
ダーシップがあり、強烈なカリスマがありました。私
が経営において重視する項目にもトップダウンによる
リーダーシップは含まれます。しかし二代目であるこ
とに甘えるつもりはありませんが、残念ながら先代ほ
どのリーダーシップは私にはなかった。いや、身につ
ける前に先代が他界し、私が企業を継承することに
なったのです。ちょうど 33 歳のことでした。
　　　まだ力不足であった、と認識されているので
しょうか ?
　　　　そうです。ですから、私は先代の力に他の分
野で追いつこうとした。それが調整力や情報収集の力
です。幸い、北見の異業種交流会は活発です。いろい

　産学連携において、その調整力と意思の強さによっ
て次々と新商品開発に成功する倉本氏。そのな中での
疑問は、やはりその調整型リーダーの目覚めにある。
倉本氏が調整型リーダーとして成長した背景。そこに
は、二代目社長として企業を継続・発展させていくた
めの努力の過程があった。

　　　倉本さんの産学連携の秘訣は、地域全体を調整
しながら専門家を巻き込み、一方で商品開発に向けて
しっかりと方向性を定める点にあると理解しました。
しかし、倉本さんのその調整力というのは、どこから
生まれたのでしょうか。その点について倉本さん自身
の歩かれた道を振り返りながらお聞かせいただけます
か。
　　　　歩かれた道、と言うほどたいしたものではあ
りません。ただ、先ほど申し上げた調整力は実は、企
業経営においてもっとも大切にしていることの一つで
もあるのです。もしかすると、その調整力は経営の中
で身についたものかもしれません。
　　　経営の中ですか。ぜひ倉本さんの経営スタンス
をお教え下さい。
　　　　私が代表を務める企業、倉本鉄工所の創設は
昭和 21 年。ですから、私は二代目にあたります。実
のところ、最初はそんなに会社経営を継ぎたいとは思
わなかった、というのが本音です。しかし社長であっ
た父の体調不良も重なり 25 歳で工場に入ることにな
りました。それまでは結構好き勝手にやらせてもらっ
ていましたが、それから 10 年間はみっちり修行をし
ました。
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　現在の北見市の特産品は、溶射の技術だけでは
ない。北見の大地の恵みを利用した一次産品の加
工品は、北見の強みの一つである。写真のオニオン
スパイスも、倉本社長が会長を務める「北見ブランド
の会」がその作成に参加した産品の一つ。日本で収
穫量Ｎｏ.１を誇る北見のオニオンをふんだんにつかった
スパイスは肉料理にぴったりである。

■マメ知識③　「北見の特産品」
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　年間を通して日照率が高い北見地域の特性を活か
し、ソーラーカーの開発を促進するために行われてい
たレース。太陽光発電が注目をあびた1994年からス
タートし、2004年まで行われていた。現在も形をかえ
てレースそのものは継続している。倉本社長が連携と
しての手ごたえを感じたのもこのレースに市民団体か
らの要請で参加したのがきっかけとなっている。

■マメ知識②　「北見ソーラーカーレース」
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　倉本鉄工所をはじめとする企業と北見工業大学が
連携して進める、撥水性を極度に高めた溶射（成膜）
技術。北見という寒冷地ならではの特徴を活かし、
撥水、防カビ・抗菌性、耐食性に優れた溶射皮膜
を開発している。特徴的な点は、従来１ｍ当たり30
分以上かかる充填時間を短縮するために溶射の量産
型複合ワイヤーを開発している点にある。平成10年
の研究開始から８年を経て、現在は事業化に向けた
動きが進んでいる。

■マメ知識①　「超撥水性　溶射技術」　

超撥水性の溶射の技術は雪国ならではのもの

連携の契機ともなったソーラーカーレースの様子

特産品の一つオニオンスパイス

二代目の極意、調整力をマスターせよ!!

現場について語る倉本社長
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のです。
　　　そして、そういったつながりを重視するたびに、
その裾野は広がっていったのですね。
　　　　そうですね。徐々に様々な分野に連携の動き
が波及し新しいアイデアが生まれ始めました。しかし
それをアイデアに終わらせないためには、どうしても
実行力を伴う組織が必要になります。そこで、先ほど申
し上げた「北見ブランドの会」が立ち上がったのです。

ろな有能な経営者と交わり、彼らの情報や力をお借り
して自らの力とする。その中で信頼関係を築いて、つ
ながりを強固なものとする。これは社内、社外問わず
に私が心がけてきたことなのです。
　　　なるほど、外部を巻き込むことでそれを自ら
のパワーに変えていたということでしょうか。もしか
すると産学連携もその一環として生まれたのでしょう
か。
　　　　間接的にはその通りです。そもそもの私と学
術界との関わりは、1991 年から北見市で開催されてい
たソーラーカーレース（マメ知識 2 参照）が一つの契
機となりました。太陽光発電が脚光を浴び始めた当時、
北見市でも独自の素材と技術力でソーラーカーレース
を作ろうという動きがでてきており、たまたまわが社
が選ばれたのです。そこで実践された異業種との連携
を通じ、私は連携という仕組みに可能性を感じはじめ
ました。
　産学連携においても、思いは変わりません。同じ地
域に異なる特筆する能力を持つ組織があるとするなら
ば、それを活用しない手はないでしょう。そうやって
はじめたのが、先ほどお話した「超撥水性の溶射」な
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　倉本鉄工所をはじめとする企業と北見工業大学が
連携して進める、撥水性を極度に高めた溶射（成膜）
技術。北見という寒冷地ならではの特徴を活かし、
撥水、防カビ・抗菌性、耐食性に優れた溶射皮膜
を開発している。特徴的な点は、従来１ｍ当たり30
分以上かかる充填時間を短縮するために溶射の量産
型複合ワイヤーを開発している点にある。平成10年
の研究開始から８年を経て、現在は事業化に向けた
動きが進んでいる。

■マメ知識①　「超撥水性　溶射技術」　

超撥水性の溶射の技術は雪国ならではのもの

連携の契機ともなったソーラーカーレースの様子

特産品の一つオニオンスパイス

産学連携のその先にある本当の地学連携

　倉本氏を会長とする「北見ブランドの会」と時を
同じくして次々と設立される新しい連携のための仕組
み。しかし倉本氏がイメージする連携とは、各自が自
分野において成果を上げながら、同時に地域全体に対
する役割を果たす二重構造にある。北見における産学
連携に向けての努力は今日も続く。

　　　では、最後に今後の目標があればお教え下さい。
　　　　まずは、自分野における「溶射」の連携を確
立させること、さらに北見という一つの地域における
産学連携そのものを促進させること、この二つを同時
並行に行っていこうと思います。
　　　なぜ、同時並行なのでしょうか。

倉本氏
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倉本鉄工所事務所は現場にでる人間がほとんど

杤尾 
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みであるからこそ、その長所は活かされることとなる
が、同時にその調整力は倉本氏が経営において非常に
重要であると考え伸ばしてきた長所でもある。地域力
は人材力、とはよく言われることばであるが、倉本氏
のように人材を結びつけ、相乗効果を発揮させる調整
力こそがこれからの地域に求められるものであるのか
もしれない。

　　　　それは自分野での連携の成功と、地域全体で
の連携の仕組みづくりが相乗効果を持つからです。自
分で言うのもなんですが、北見市は結構がんばってい
る地域だと自負しています。しかしそれでも、まだ
連携に踏み切れない人、そもそも連携を知らない人な
ど様々です。私のイメージする理想的な産学連携像と
は、そういった人たちを含めて裾野を広げ、また掘り
下げていくことです。そのためには、啓発はもちろん
大切なことですが、それ以上に私自身が連携において
成功することがもっとも重要だ
と思います。それによって初め
て、連携の仕組みができますし、
またまだ踏み切れない人々も連
携の重要性をより強く認識する
と思います。
　ですから、まずは鍛冶屋とし
て現在の溶射の技術を確立し、
事業として成立させたいと考え
ています。そして同時にそれを
含めた産学連携の仕組みを作り
上げていこうと思います。
　　　ありがとうございました。

　一口に地域活性化のリーダー
シップといっても様々なタイプ
が存在する。その中で、北見市
において産学連携を推進し、技
術をユニークな商品へと事業化
する倉本氏のリーダーシップは、
地域を調整し、他者を巻き込む
調整力にあった。産学連携とい
うステークホルダーの多い仕組
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　現在の北見市の特産品は、溶射の技術だけでは
ない。北見の大地の恵みを利用した一次産品の加
工品は、北見の強みの一つである。写真のオニオン
スパイスも、倉本社長が会長を務める「北見ブランド
の会」がその作成に参加した産品の一つ。日本で収
穫量Ｎｏ.１を誇る北見のオニオンをふんだんにつかった
スパイスは肉料理にぴったりである。

■マメ知識③　「北見の特産品」
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　年間を通して日照率が高い北見地域の特性を活か
し、ソーラーカーの開発を促進するために行われてい
たレース。太陽光発電が注目をあびた1994年からス
タートし、2004年まで行われていた。現在も形をかえ
てレースそのものは継続している。倉本社長が連携と
しての手ごたえを感じたのもこのレースに市民団体か
らの要請で参加したのがきっかけとなっている。

■マメ知識②　「北見ソーラーカーレース」
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　倉本鉄工所をはじめとする企業と北見工業大学が
連携して進める、撥水性を極度に高めた溶射（成膜）
技術。北見という寒冷地ならではの特徴を活かし、
撥水、防カビ・抗菌性、耐食性に優れた溶射皮膜
を開発している。特徴的な点は、従来１ｍ当たり30
分以上かかる充填時間を短縮するために溶射の量産
型複合ワイヤーを開発している点にある。平成10年
の研究開始から８年を経て、現在は事業化に向けた
動きが進んでいる。

■マメ知識①　「超撥水性　溶射技術」　

超撥水性の溶射の技術は雪国ならではのもの

連携の契機ともなったソーラーカーレースの様子

特産品の一つオニオンスパイス

杤尾 

倉本氏

溶射の機械、産学連携の結晶でもある


